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◆理事・役員（2011.7～2012.6）◆本日のプログラム

◆次回のプログラム

「親睦の絆で高める奉仕の心」

「ロータリーは人をつくる」

2011～2012年度 国際ロータリーのテーマ
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６月４日
クラブフォーラム
（次年度に向けて）
次期会長  西山隆三郎 会員

６月11日
「番組制作の現場から」
山陽放送アナウンサー

小林　章子  氏
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冨部会員

相原会員

柏野会員 中西（敏）会員

河田会員

－１－

出席の状況
会員数　52名（内出席免除　５名）　出席者数　36名　欠席者数　16名
出席率　73.47％　　前々回訂正　95.92％　　　　
欠席者　藤原，福元，原田，堀川，入江，梶谷，川本，小松原，西岡，西山，岡村，岡本（和），
　　　　高橋（裕），（平野），（市川），（中西（広））

S . A . A . 　 　　
長年我が家にやってきていたウグイスが
とうとう来なかった。市街化に加えて庭も
住人も高齢化が進んだ所為でしょうか。
来年に期待してスマイルします。

またひとつ年をとりました。来年も健康で
年を重ねることができるよう祈念してス
マイルいたします。

梅里先生、本日はお忙しい中ありがとう
ございます。卓話よろしくお願いいたし
ます。

会 長 報 告　 　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　  　　   会　長　藤　岡　　　温
　ロータリーの友５月号巻頭のカルヤン・バネルジー会長のメッセージを読んで、あらためてカルヤ
ン会長なかなかやるやんと思いました。
　結局同じことを繰返し角度を変えていろいろと表現されているに過ぎないと思うのですが、これま
での歴代ＲＩ会長のメッセージは、どこかしっくり来ないところがありました。カルヤン会長はイン
ド出身ということもあってかいささか哲学的でありますが、何よりもロータリアン個人個人の役割と
自覚、良い変化へ向けてのチャレンジ精神があってのクラブの活性化であり、ＲＩもクラブの支援機
関であって指揮命令機関ではないことを明示されています。
　ロータリーにおいても企業と同じような形でリーダーシップ論がよく取り上げられます。組織(人
の集合体)という面でそれなりの共通項はあるのかもしれませんが、要はトップダウンとボトムアッ
プのバランスの問題ではないかと思います。営利団体でないロータリーは個に始まり個に終着する組
織です。その意味で、リーダーシップを語るとすれば、ボトムアップが第１義であり、トップダウン
はあくまでもボトムアップに仕えるべきものと思います。
　カルヤン氏のメッセージからそんなことを思いましたが、自分自身を振り返え見れば、ただただ冷
や汗もんですね。

幹 事 報 告　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　  幹　事　原　　　全　伸
・市川会員の叙勲祝賀会を６月８日㈮18：30～『HARU』にて開催しますのでご参加ください。
・ＲＩ2520地区（岩手・宮城）ガバナー事務局、復興支援事務局より大槌中学校への備品寄贈に対す
るお礼の連絡がありました。
・元会員で第14代会長光岡克己様が3月にご逝去されていました。ここに謹んで哀悼の意を表し、心
よりご冥福をお祈り申し上げます。
・６月のロータリーレートは、1ドル＝80円です。

前回５月28日の例会記録前回５月28日の例会記録

梅里院長様、お忙しい中、今日の卓話に
お越しいただきありがとうございます。恵
まれない子供達の為にお仂き下さってい
るお姿に頭が下がります。

5月21日の内部卓話では、会員の皆様に
は貴重な時間をお付き合いいただき感
謝申し上げます。その中でも若干申し上
げましたが、今年度を以って、岡山北
西ロータリークラブを卒業いたします。こ
れまでの温かい友情と多くのご指導を
いただいたことに感謝とお礼を込めてス
マイル致します。ありがとうございました。

以上，５件　24,000円（累計　1,072,500円）
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－２－

外 部 卓 話　　
「子ども達の幸せを願って」
　　社会福祉法人新天地育児院  理事長・院長  梅里 伸正  氏

自立支援環境の整備
Ⅰ. 安全な環境こそが基礎の基礎
第一の環境は、無事故で安全な環境づくりであります。これは、新天
地だけでなくどの企業でも、また業種を問わずどの団体においても取り組まれていることと存じます。この項で
は、建物にかかわる安全、健康にかかわる安全、衛生にかかわる安全、交通にかかわる安全等すべての安全
を含めております。
Ⅱ. 子どもらの意欲引き出すプログラム
第二の環境は、子どもたちがやる気を起こす環境づくりであります。新天地では、いろいろなプログラムを考え、
子どもたちの意欲が出てくるような環境づくりを考えています。ほめて共に喜び、ご褒美を出すことによって子ど
もたちの意欲が沸いてくるように励ますというのもその一つです。また「CAI学習」、「冒険クラブ」、「サッカー教
室」、「読書クラブ」など子どもたちの興味をひくクラブや教室を沢山準備しています。
Ⅲ. 最大の環境それは職員にある
第三の環境は、職員一人ひとりが子どもたちにとって環境そのものなので、職員の採用・訓練を重視することは
もとより、職員にとって生き甲斐のある職場、魅力ある職場とすることであります。そのためには、職員一人ひとり
がそのことを自覚し、支援技術の向上に努めるとともに、相互にコミュニケーションをはかり、子どもたちの自立に
とって最善の組織体制をつくっていくことであります。
Ⅳ. その他　特記事項等
・新天地育児院は、定員50名の児童養護施設です。８つのホームと、昼間、各ホームから幼児を預かる院内保
育所を心理部門、給食部門、事務部門がサポートしています。
・新天地の創設は明治44年（1911年）でしたので、昨年は創設百周年にあたり、これを機に、子どもたちが幸福
な人生を送ることができるように、各年度でいろいろと考え取り組んできた主たる具体的施策をまとめてみました。
・新天地育児院には、石井十次記念聖園や十次記念館があります。

第５回被選理事、役員会議事録　　　　　　　　　　　　　　
日時　平成23年５月14日㈪13：30～　　場所　ホテルグランヴィア岡山３階「エメラルド」
１．開　　会　　　　　　　　　　　　　会　　　長　西山隆三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・幹事　相原利行
２．出席者の確認　　　　　　　　　　　副幹事　　　平松　信
　　西山隆三郎　小松忠男　相原利行　平松　信　原田徹美　小菅英司　原　全伸　山下浩一
　　鴨井利典　小松原隆代　川本　洋　河田　肇　竹本千代子　高橋峯男　横山俊彦
３．会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西山隆三郎
４．審議事項
　　⑴　予算案について（資料１）会員数50名で計算
　　　　※各委員会からの予算請求を検討し、次年度の会費を検討した。
　　　　次年度の予算書の主な検討内容：
　　　　１）一般会計（収入の部）
　　　　　　　ＲＩ分担金、新世代奉仕資金、職業研修チーム資金、
　　　　　　　公共イメージ向上アワード資金、ガバナー月信制作費　等

２）一般会計（支出の部）
　　　　　　会議費、家族会費、委員会費（親睦、プログラム、会報）、
　　　　　　負担金等（ＲＩ分担金、新世代奉仕資金、公共イメージ向上アワード資金、　
　　　　　　ガバナー月信制作費等）、予備費　等

例会プログラム例会プログラム
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－３－
　　会報部会／小菅英司・堀川辰也・渡辺晋一・鴨井利典

　　　　３）特別会計（収入の部）
　　　　　　スマイルボックス（うち委員会活動費）、大槌中学校支援金　
　　　　４）特別会計（支出の部）
　　　　　　新地区補助金（クラブ負担金）、大槌中学校支援金（仮払戻分）、予備費
　　⑵　旧ひな壇慰労会の記念品について　　※予算、記念品、担当者を決定した。
　　⑶　新地区補助金プロジェクトについて（資料２）
　　　　竹内正彦氏教育講演会（平成24年９月２日、ホテルグランヴィア岡山）

※当日までのスケジュール、プロジェクトチームの組成、集客方法、当日のタイムテーブル、
パンフレット（申込み用紙）等を検討した。

　　　　主たる業務の担当者：講師連絡（小松原）、来賓連絡・接待（大饗）
会場準備：受付（中西、竹本）、会場設営（横山）
資料作成（小松原）、メディア関連（大饗、小松）
関係者連絡・案内（小菅）、集客・会場整理（原田）

　　⑷　７/４京都朱雀ＲＣへの表敬訪問について
　　　　　参加予定者：西山会長、相原幹事、南葉会員（友好クラブ長）、横山会員、
　　　　　　　　　　　その他参加可能な会員１～２名を予定する。
　　⑸　その他
５．報告事項
　　⑴　クラブ活動・運営計画書について　　FAXで校正を依頼する予定。
　　⑵　その他
６．閉　会　　　　　　挨拶　　　　　　　　　副会長　　　小松忠男

IDM（５月21日㈪　於：はまゆう）　　　　　　　　　　　　　　

６月お祝い行事

　

本日のメニュー（６月４日）　
銀　籠　瑠璃猪口（（水雲　唐黍　セルフィーユ）瓢亭玉子　鮭柚庵焼　丸十蜜煮　甘長獅子唐焼浸し
　　　　　　　　　牛肉八幡巻き　山桃ワイン漬け）
御造り　鯛　鮪　足らえ一式
焚合せ　水無月麩揚げ煮（飯蛸旨煮　南瓜　楓麩　絹さや　くこの実　木の芽）
揚　物　海老鬼殻天麩羅（蟹爪ぶぶあられ揚げ　ミニトマト　茄子　アスパラ　檸檬　紅卸し　煎り出汁）
赤出汁　　　香物（三種）　　　御飯（白御飯）

次回のメニュー（６月11日（ヘルシーメニュー））　
鯛のロティと揚げ茄子　山葵をきかせた甲殻類のジュ　お米のスフレと茗荷を添えて
季節のサラダ　　　コーヒー　　　ホテル特製パンとバター
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